
古代オリエント世界

概要

気候

主に3地域
オリエント二日ののぼるところ

、今の中東

雨期・秋﨏のみ
「、夅雨ほぼない高温・砂漠、岩山、草原、

遊牧・羊・ラクダ
沿海・河川流域の平野オアシス「農業麦・大麦・豆類・オリーヴ・ナツメヤシ
-メソポタミア・ティグリス・ユーフラテス川流域'-前3000年頃～

エジプト、ナイル川 -エジプト語系
アラビア半島、周辺の高原から

セム語系、インド=ヨーロッパ放系

シリア・パレスチナ地方、メソポタミアとエジプトの間、肥沃な三日月地帯-小麦、オリーヴ

セム語系-地中海交易

政治の特徴'

神権政治...宗教の権威によって統治する
→大河を利用した治水灌漑が必要だったから.

神としての王の権力やその信仰生活のありさまを
表現する独特の文化を生む

-特に大河の流域_灌漑農業
定住しやすい
高度な文明の発達

メソポタミア

前3500年頃

一人は急増
・神殿を中心とする大村落
・金属器（銅器、青銅器）
.文字の発明 楔型文字

前 3，000年頃

大村落 都市へ

前2700年頃

都市の独立
シュメール人の都市国家（ウル・ウル閬が数多く形成

階級社会

王・神官・役人・戦士
・・・ 都市の神をまつる

政治・経済・軍事の実権を握り、支配

->支配層に莫大な富が集まる
壮大な神殿・宮殿・環
豪華なシュメール文化

南部

前24世紀
←語系

アッカド'人がシュメール人の都市国家を征服

メソポタミア・シリアを統一

ex.ジッグラト

前17世蠻！

インド=ヨーロッパ語系のヒッタイト人
a）アナトリア高原に建国 （前2000年頃）

バビロン第1王朝を滅ぼすシリアにも進出.

（前1550年頃）カッシート人

（東）ザグロス山脈方面から南メソポタミアに進入
バビロン第1滅亡後のバビロニアを支配

ミタンニ王国 （前5世紀頃）

北メソポタミアに建国
シリアへ侵攻

前4世紀頃 ヒッタイトに服属
アッシリアに併合

文化円筒印章、

楔形文字
シュメール人

大璡法太陰暦

太陽太陰暦・閏月

エジプト

治水のための
共同労働と統率 豊かな農業
d

統合へ 「，エジプトはナイルのたまもの」
byヘロドトス

（1モス）
小規模国家がいくつも形成

-ティグリス川

、 2つうテス川

に1のあいだの地方

-ナイル川前3000年頃

王（ファラオ）による統一国家

特に繁栄したのが
古王国、中王国、新王国

年頃-前2185年頃

メソポタミアより早い！

古王国 前2686

ナイル川下流域メンフィス
クフ王のピラミッド⑨ギゲ

二王の絶大な権力の象徴

神権政治
王=生ける神

中王国 ※ 133頃-前1786年頃

上エジプトテーベ

末期ヒクソスの流入fromシリア

新王国 前16世紀

ヒクソスの追放、 シリア進出
前5世紀トトメス3世

前11世紀
アメンホテプ4世

Cf 、都をテル=エル=アマルナへ

のアにのみを信仰する改革
・アマルナ美術
'17たトンに改名

文化

多神教

太陽神ラー
「新王国時代

テーベの守護神・7た
7アモン=ラーの信仰

霊魂の不滅
死者の一 .死後の世界

ミイラ

文字（ヒエログリフ）・
神官文字は弦が

民用文字
（デモをイッ7）

棺 神聖文字

（アマルナ時代以外）

太陽暦
ユリウス暦対オシリス

最後の審判を行う
生前中の行いに

ついての弁明

礮觀石

ペ ルス

シリア・ パレスチナ

海陸交通の要衝
、エジプトとメソポタミアを結ぶ
。地中海への入り口

前1500年頃

セム語系カナン人が交易

前13世紀

ギリシア、エーゲ海から三毎の民が

侵攻

エジプト、ヒッタイトが後退

アラム人、フェニキア人、ヘブライ人が
活動開始

アラム人

前1200年頃

内陸都市を結ぶ中継貿易@ダマスクス
→アラム語が国際商業語に

アラム文字→オリエント世界の文字の源流

フェニキア人
. 都市国家をつくるにドン・ティルス）
・ クレタ文化、ミケーネ文化衰退後

地中海貿易を独占
- さとアフリカ・カッブを中心に植民都市
rかたン人の表音文字から線状のフェニキア文字を

つくる→アルファベットの起源

ー箭ー驘！年".の パレスチナに定住。一部エジプトへ.

エジプト新王国の圧政に苦しむ
>前13世紀頃 出エジプトbyモーセ

パレスチナへ.

前10世紀頃

ダヴィデ王）栄える
？はモン王. 死後

イスラエル王国←

分裂 ユダ王国「

we

南

前722年
アッシリア力で滅ぼす

新バビロニアが征服
前585年バビロン捕囚
、住民の多くをバビロンへつれ去る.文化

唯一神ヤハウェを信仰
選民思想、全能の神に選ばわた民族

メシアを待望.

。

前 60年頃 解放.パレスチナへ
>イェルサレムにヤハウェの神殿を再も興

⇒ユダヤ教を確立. 教典：旧約聖書

信仰は形式化するが、イエスが新しい生命を吹き込む

>キリスト教 教典：新約聖書

統一

前7世紀前半

アッシリア王国

前2千年紀
@北

メソポタミア

中継貿易

前15世紀 時ミタンニ王国に服属

その後独立.

前世紀前半

全オリエント続
.鉄製武器
・戦車

・騎兵隊

専制政治
「政治・軍・宗教を自ら管理

総督を設置-.-州に分け、

- 駅伝制

前612年
新バビロニアやメディアの

崩壊 重税と蝦で反抗をまねいた連合軍.
4つに分裂

エジプト

メディア

新バビロニア

リディア
インドとヨーロッパ語系

一
イラン人キュロス2世

アケメネス朝が統一
前550-前330

バビロンを開き成

前6世紀
半ば

前539年

前540年ユダヤ人を解放

ダイオンス1世 第3代
エーゲ海～インダス川までの大帝国
->オリエント世界再統一

政治
- 各州に知事（サトラップ）を配置

.

金貨・銀貨の発行

・税制を整える

。 フェニキア人の交易を保護

- 王の道（国道） スサ～サルデス 駅伝制

・服属した異民族にも寛大な政治

イラ，ンな人社内の諸民族の文化を統合

ペルシア文字 楔形文字を表象し たラム語も採用

・ゾロアスター教 （中国では拝火教）
-のをニ善の神アフラ=マスダ V5悪の神で1マン

光明神
幸福三光明神の祝福を得て楽園に入ること.

監察官生の目」「王の耳」
）-中央集権化

都はスサ

前5世紀
前半

❤ルシア戦争でギリシアに
貝He

文化

1

し

前4世紀後半

アレクサンドロス大王ギリシア創覇

前334年 東方遠征

前330年 アケメネス朝征服
アジア領土は

アレクサンドロス大王

死後セレウコス朝が受けてハ

ダイオンス3世.
アケメネス朝滅亡.
迷ぐ

前3世紀半ば

バクトリア建国 アム川上流のギリシア人

パルティア建国遊牧イラン人の族長アルサケス
@カスピ海南部

前2世紀半ば
パルティア メソポタミアを併合

都を7テシオた（ティグリス川東岸）に定める

東西交易の利益を独占←東西交易路の
重要地域に領域が
あったから

224年
ササン朝 パルティアを倒す

かがシール1世

首都こ7テシフォス

ゾロアスター教を国教に.

（ローマ皇帝）
：菏た縈ウォンリアススを捕虜に

、インダス川西岸まで統合.

5世紀後半 エフタル （中央アジアの遊牧民）侵入

。 ホスロー1世with突庠欠で滅ぼす. '
とっけつ

ービザンツ帝国との戦いも優勢にすすめ、和平

642年=ハーヴァンドの戦い

651年滅亡
by新興のイスラーム勢力、アラブ人

7世紀半ば

文化

初期パルティア

一

ヘレニズム文化の影響を受ける.：公用語はコイネー

1世紀頃

イランの伝統文化が復活

→ギリシアの神々、イランの神々が
共にまつられるように.

ササン朝

「アヴェスターの編さん...ゾロアスター教の教典

- 仏教、キリスト教（ネストリウス派）も広く信じられていた。

仏教
3世紀 、

国内では異端だったが北アフリカ、中央アジア、中国、

インド・ギリシア・ローマなどの作風が混ざり、国際的な性格

銀器・ガラス器・毛織物・彩釉陶器・絹織物

神権政治

サルゴン1世

初！

セム語系のアムル人がバビロン第1王朝をおこす
ハンムラビ王→全メソポタミアを支配！

'運珂の大工事

-ハンムラビ法典
-身分差別・・・身分が高いほうが罪が軽い..復讐法

王は神の代理として統治..

前21c
ウル第3王朝 シュメール人が復活

・ウルたん法典
ジッグラト（聖塔）の建設

前19c

多神教

占星術

実用的学問の発達

ギルガメシュ王の
物語。

製鉄の技術を独占

-戦車、鉄製武器

前2世紀初め晦の民」の攻撃等で衰退

前8世紀末 アッシリアに敗れて滅亡

→製鉄揵術が
広がる.

前2世紀
エラム.により三威'

Iプト文明：メソポタミア文明

_ 外敵の侵入国難
・ナイル川：穏やかで定期的な氾濫

ティグリス川-ユーフラテス川 を洪水、大きな災趨

、 開放的、外部勢力の侵入が容易.

単調な歴史
明るく楽観的な文化

複雑な歴史
'暗く悲観的な文化

首都、テーベ

アモンを
まつる神官

勢力を
排除する
ため.

ツタンカーメン
d

うメス2世

カデシュの戦い
v5ヒッタイト

文字の解読
楔型文字... ドイツ人のグロ-〒2ント

イギリス人のローリンソン

神聖文字
（ヒエログリフ） 一

フランス人のシャンポリオン

18世紀末ナポレオンのエジプト遠征で

発見された口でいたストーンから.

ヘブライ王国首都：たMm

'征服した民族を強制
移住させる.

セム語系

インドニョ→ me語系

バビロン捕囚
ネブがネザル2世

1

ギリシア系文化の

影響から徐々に

離れながら
イラン独自の文明の
形成に向かった.

... 漢

ローマと対立.

iアルサケス=安息 国名も安息と伝わる

アケメネス朝の正統な後継王朝
だと主張.

クシャーナ朝を滅亡させる

銀貨

パルティア王「フィルペン」=ギリシア人を愛する者

-マニ教byた ゾロアスターtキリストt →中世ヨーロッパのキリスト教異端派（カタリ派、アルビジョワ派）など
に影響

ウイグル人を通じて唐代の中国にも伝わる

・建築・美術・工芸が発達

→日本まで波波

法隆寺の獅子狩文錦
正倉院の漆桐瓶


